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した。それを受けた 2 隻の網船には、役割毎に 17 名がそれぞれの漁船に分乗し、魚群を
取り囲んだ。そして、推進機関を用いて網締めが開始されると、スカウに移った漁業者は












　具体的には、家屋 1 棟毎に描かれた大縮尺地図の Fire Insurance Map（火災保険図）をみると、
河川上の杭上家屋であったキャナリーは工場、倉庫や網干場などからなる製造空間と、民族・国籍
毎の居住空間に大別されていた。呼び寄せによって家族を形成する日本人の居住区には、二世を対






れば主要な魚種はサカイ種で、その漁繁期は 7 月から 8 月であり、ほぼ 1 カ月後にはピンク種の
漁獲が多くなる。ただし、漁獲量には個人差があり、ある和歌山県日高郡比井崎（現在は日高町）












（明治 41）頃、バンクーバー島東岸に 43 カ所の塩ニシン工場（キャンプ）が建設された。当時のカ
ナダ水産界では、魚肥としての加工や魚卵（カズノコ）の採取が禁じられていたため、ニシンは塩
漬けされて日本へ輸出されるようになった。当時、ナナイモを中心とするバンクーバー島東岸では
8 組の塩ニシンキャンプの経営者が確認できる（図 1 ）。彼らの出身地をみると、1902 年（明治 35
年）頃に塩ニシン製造に着手した和歌山県比井崎出身の大出竹次郎をはじめ、和歌山県日高郡の人





















精査すると、中央部に 2 棟の「Japanese Herring Saltery」とそれに隣接した「Boat Builder（造
船所）」も描かれている。ただし、1916 年の修正によって、それらには貼紙がなされ、2 棟の工場
は消失している。実は、北側の 3 棟は貼紙により描かれた塩ニシン工場であることがわかる。
Nanaimo Archives（ナナイモ文書館）では、火災保険図は 1 枚ずつ保存され、貼紙による修正も透
写台を使って読解することが可能であり、かかる変遷が把握できるのである。
　このような塩ニシン工場をめぐる描写の変化は、1910 年 9 月 23 日と 27 日に発生した火災によ
る。2 回の火災によって、スチュアート街にあった 5 棟の日本人が経営していた塩ニシン工場は焼
失したのである。この火災については、バンクーバーで創業された日本語新聞『大陸日報』に、
「ナゝイモの大火―同胞キャンプ四軒焼失―」、9 月 27 日には「又ナゝイモの火事」の記事が掲載
されている（資料 1 ）。










年に G.  Gorgensen 船長が描いたナナ
イモ周辺の地図には、ニューキャッス
ル島の北西部に 4 棟の塩ニシン工場が
描 写 さ れ て い る（ 7 ）。北 か ら 順 に
図 1　バンクーバー島ナナイモとその周辺
資料 1　ナナイモにおける日本人経営の塩ニシン工場の火災を伝える
　　　   『大陸日報』
右側：大陸日報　1910（明治 43）年 9月 23 日
左側：同 9月 27 日
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　漁具としての漁船には、ニシン群を取り巻いて漁獲する 2 隻の網船のほか、35 馬力のガソリン





　表 2 は、Department of Transport “List of 





と称する 4 隻、K.K と名付けられた 7 隻の漁




設備 設　備 個　数 費用（C$） 備　　考
漁具
網船 2 隻 800
ガソリン船・小型船 1 隻・3 隻 6,000 ガソリン船は 35 馬力、小型船は 5 馬力
スカウ 5 ～ 15 個 2,000
漁網 1 張 4,000 延長 345 間、深さ 40 間
工場
製造所建物・桟橋 4,000
ニシンタンク 15 個 1,000
付属品 1 式 700
その他
漁業税金 1 年 100
借地料 200
合　計 18,800








る。尺貫法で紹介された『調査報告』の記載内容と参照するならば、IZUMI VIII は小型船、II は
曳船（写真 3 ）、III と V は網船、そして 7 隻の K. K はスカウとなる。





















船名 建造年 船長（フィート） 船幅（フィート） 重量（トン） 建造地
Izumi Ⅷ 1937 28.2 8.3 8 Steveston
Izumi Ⅱ 1925 53.9 14.4 39
Vancouver
Izumi Ⅲ 1926 53.6 13.5 30
Izumi Ⅴ 1927 54.6 13.0 30
K.K.No.1 1924 60.5 15.6
K.K.No.2 1925 65.0 17.0
K.K.No.3 1925 62.0 18.0
K.K.No.4 1925 61.0 14.0
K.K.No.5 1927 63.0 18.0
K.K.No.6 1928 65.0 18.0
K.K.No.8 1929 64.0 18.0
Department of Transport 


















































































受け、2 隻の網船は櫓と櫂で魚群との距離を計る。そして、繋がれた 2 隻の網船は解かれ、各種の





　つまり、わずか 3 分で海中に漁網は投入され、分離した 2 隻の網船は曳船によって魚群を取り
囲む。そして、推進機関を用いて網締めが開始する。つまり、完全な人力ではなく一部では網締め


































　つまり、乗り込んだスカウの縁に跨った漁業者は 2 人 1 組と
なり、たも網を利用する。この網にはニシンを掬いやすいように
長い柄が 2 本付いており、これを 2 人がかりで使うのである（写
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